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動的有効応⼒解析（UWLC）

Case1　堤体（橋脚のない）モデル

鞘管モデル変位図 鞘管モデル変位履歴図

Case2　橋脚（堤体にそのまま橋脚を設置した）モデル

新⽇本技研株式会社 ⻄部⽀社
堤体内に設置する橋脚の地震時影響解析
－鞘管構造による遮蔽効果の確認検討－

● 新設橋梁の計画に伴い橋脚が設置される堤防において、地震時の橋梁～地盤の動的振動特性をFEM解析を用いて
定量的に評価

● 橋脚のモデル化にあたっては、橋脚柱やフーチング、基礎杭の断面寸法、材料特性を解析メッシュに再現

● 通常の棒モデル解析に比べ、精度の高い結果を得る。

●この結果にもとづき鞘管構造が設置される堤防地盤の安全性を確認。

● Case1とCase2との着目点の相対変位差（case1-case2）が2cm以下を確認

● Case1とCase3との着目点の相対変位差（case1-case3）が2cm以下を確認

● Case3の鞘管と橋脚との離隔距離が10cm程度確保されていることを確認

● Case1とCase3の解析結果の比較によって、鞘管を設置することで堤防とピアアバットとの相対変位は2cm以内に収ま
り地震時の安全性が確認された。 

● Case3において鞘管と橋脚との離隔距離10cmの設定に対して相対変位が10cm程度となり、鞘管構造と橋脚との干渉
はないことが確認された。

検討Case

相対変位

堤体のみのモデルと橋脚があるモデルとの相対変位

堤体のみのモデルと鞘管があるモデルとの相対変位鞘

管モデルの橋脚と鞘管天端との離隔
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P9

0.84

0.51

0.18

P10

1.47

0.69

0.08

Case3　鞘管（橋脚に鞘管のある）モデル

概要

鞘管の左壁と右壁は一体に動くものとして、

左右の変位が同じ等変位境界を設定する。

黄色の線で表示、なお、深さ方向に４対と

も同じ境界を設定する。

P9橋脚位置の堤防とピアアバットモデルとの相対変位
（Case1-Case2）

鞘管モデルの橋脚と鞘管天端との相対変位
（Case3）

検討結果

解析結果一覧

● 橋脚の影響が大きい場合には、堤体への影響を軽減するために橋脚周辺を囲む鞘管によって堤体と絶縁する構造とす
る。この鞘管をモデル化するにあたっては、橋脚柱やフーチング、基礎杭の断面寸法、材料特性を解析メッシュに再現し、
堤体と橋脚とともに一連のモデルとして地震応答解析を行った。

●この結果にもとづき鞘管構造によって橋脚が堤体への影響を軽減し堤防全体の安全性が向上することを確認した。
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